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大
切
な
人
、
大
切
な
町
を

　
　
　
　
　
　

守
る
消
防
団

　

消
防
団
は
、
地
域
に
密
着
し
た
消

防
機
関
で
あ
り
、
ま
た
、
地
域
防
災

力
の
強
化
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

消
防
団
員
は
、
日
ご
ろ
は
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、

火
災
や
水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時
に

は
率
先
し
て
、
町
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
に
出
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
消
防
団
員
は
「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
の
精

神
を
持
ち
、
防
災
と
い
う
形
で
菊
陽

町
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
操
法
と
は

　

消
防
機
械
器
具
の
正
し
い
取
り
扱

い
を
習
得
し
、
消
防
活
動
で
安
全
で

確
実
に
、
素
早
く
行
動
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
訓
練
で
す
。
選
手
は

指
揮
者
、1
番
員
、2
番
員
、3
番
員

で
構
成
さ
れ
ま
す
。
防
火
水
槽
か
ら

給
水
し
、
ポ
ン
プ
・
ホ
ー
ス
な
ど
の

操
作
を
早
く
正
確
に
行
う
と
と
も
に
、

火
点
と
呼
ば
れ
る
出
火
場
所
に
見
立

て
た
的
を
放
水
に
よ
っ
て
倒
し
、
点

検
者
に
操
法
の
終
了
報
告
を
行
う
ま

で
の
動
作
の
規
律
と
ス
ピ
ー
ド
を
競

い
ま
す
。

　

4
月
25
日
、
菊
陽
杉
並
木
公
園
ス

ポ
ー
ツ
広
場
で
、菊
陽
町
消
防
団（
吉

岡
静
也
団
長
、4
0
５
人
）の
消
防
操

法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
町
内
の
5
分
団
25
班

が
出
場
し
、
各
分
団
を
代
表
す
る
精

鋭
1
0
0
人
が
、
小
型
ポ
ン
プ
の
操

作
や
ホ
ー
ス
の
取
り
扱
い
な
ど
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
団
員
は
、

日
頃
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
上
位
5
チ
ー
ム
は
、

7
月
18
日（
日
）に
菊
陽
町
で
開
催
さ

れ
る
郡
大
会
に
本
町
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
団
体
の
部

　

❶
第
4
分
団
第
4
班
（
馬
場
）　　

　

❷
第
5
分
団
第
2
班
（
入
道
水
）　

　

❸
本
部　

本
部
機
動
隊　
　
　
　

　

❹
第
4
分
団
第
3
班
（
新
町
）　　

　

❺
第
2
分
団
第
5
班  （
津
留
大
堀
木
）

　

❻
第
4
分
団
第
1
班
（
沖
野
）

　

❼
第
5
分
団
第
4
班
（
中
尾
）

　

❽
第
2
分
団
第
1
班
（
上
中
代
）

　

❾
第
2
分
団
第
4
班
（
川
久
保
）

　
　

第
1
分
団
第
2
班
（
道
明
）

▼
操
作
員
の
部

　

指
揮
者　

第
4
分
団
第
4
班（
馬
場
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

吉
岡　

洋
伸

　

1
番
員　

本
部　

本
部
機
動
隊　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

後
藤　

健
之

　

2
番
員　

第
4
分
団
第
4
班（
馬
場
）

　
　
　
　
　
　
　

       

西
岡　

洋
平

　

3
番
員　

第
2
分
団
第
4
班（
川
久
保
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

木
村　

隆
宏

※

郡
大
会
の
開
催
日
は
、
参
議
院
議

　

員
選
挙
の
日
程
に
よ
り
変
更
に
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　菊池広域連合消防本部（菊陽町原水）に「菊池広域連合
消防本部指令センター」が完成しました。
　これにより、管内全域からの119番通報のすべてを１
カ所で受け付け、災害の規模や種類に応じて適切な資機
材を運用し、出動から現場到着までの時間短縮が可能に
なりました。
　以前は、住所を聞き地図で調べて現場に向かっていま
したが、今後は指令センターが電話を受けると、災害現
場や通報内容などが各車両に伝えられ、短時間で到着で
きるようになります。指令センターの完成は、管内住民
の安全な生活を守る消防の役割をさらに発揮できるとの
ことです。
　ただし、GPS機能付きでない携帯電話からの通報は、
発信位置に誤差が生じるので、付近にある目標物などを
詳しく伝えてください。また、車などで移動しながらの
通報は会話がとぎれる場合があるので、移動しないで通
報してください。
　高機能を有する指令センターができましたが、消防車
や救急車が必要な場合には、落ちついて情報を詳しく伝
え、車両の現場到着が少しでも早まるように協力しま
しょう。

火
点
は　
前
方
の
標
的

水
利
は　
ポ
ン
プ
右
側
後
方　
防
火
水
槽

手
広
め
に
よ
る　
二
重
巻
き
ホ
ー
ス　　

一
線
延
長

定
位
に
つ
け　
操
作
始
め　

よ
し

地
域
を
守
る
消
防
団

菊
陽
町
消
防
団
消
防
操
法
大
会

1火点を目がけて放水する第5分団第1
班（柳水）・上野健成1番員、相馬雄介指
揮者。2阪本春樹指揮者の点呼のもと、
力強い返事をする第2分団第5班（津留
大堀木）。気合い十分だ。3素早い動作
と連携で吸管をつなぐ第1分団第4班
（曲手）。4放水する第3分団第2班（下
津久礼）の東矢浩伸1番員と、とび口を
構える吉村龍博2番員。5ホースをつな
ぎ一直線に火点へ向かって走る第2分団
第４班（川久保）・宮川孝之指揮者。6団
体の部で見事優勝を果たした第4分団第
4班（馬場）。操作員の部でも2人が入賞し、
日ごろの練習の成果が発揮された。

1落成式であいさつをす
る菊池広域連合長の福村
三男菊池市長。23「菊
池広域連合消防本部指令
センター」の外観と内部。
119番通報は、通報と同
時に通報位置が表示され、
より早く出動態勢に入る
ことができる。

菊池広域連合消防本部
指令センター始動

災害発生情報テレフォンサービス
火災などの災害が発生したとき、場所などの情報を自動
案内します。

病院案内
祝日・休日の当番医院などの案内を行います。
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36
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2

消防団の編成1

3

2

第1分団（白水）

第2分団（久保田）

第3分団（津久礼）

第4分団（原水西）

第5分団（原水東）

行政区分団名（管轄地区名）

井口、道明、辛川、曲手、馬場楠、戸次

上中代、出分、中代、川久保、津留大堀木

上津久礼、下津久礼、花立、八久保
新山・境の松

沖野、鉄砲小路、新町、馬場

柳水、入道水、古閑原、中尾、南方
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